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新
刊
書
『
〝
新
し
い
文
明
〟
を
築
こ
う
』
を

精
読
し
ま
し
ょ
う

京
都
第
二
教
区
教
化
部
長　

伊
藤　

夏
樹

新
刊
書
『〝
新
し
い
文
明
〟
を
築
こ
う
』
は
現
在
、

大
好
評
の
上
巻
・
基
礎
篇
「
運
動
の
基
礎
」
に
続
い
て
、

こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
二
冊
目
、
中
巻
・
実
践
篇
「
運
動

の
具
体
的
展
開
」
が
道
場
に
届
い
て
い
ま
す
。
ま
だ

お
持
ち
で
な
い
方
の
た
め
に
少
し
だ
け
紹
介
し
ま
す

と
、
こ
の
中
巻
は
「
運
動
の
具
体
的
展
開
」
と
題
し

た
第
一
章
に
総
裁
谷
口
雅
宣
先
生
と
白
鳩
会
総
裁
谷

口
純
子
先
生
の
御
文
章
が
そ
れ
ぞ
れ
四
篇
収
録
さ
れ
、

第
二
章
に
は「
祭
式
・
儀
礼
の
方
法（
日
本
で
の
場
合
）」

と
題
し
て
、
招
神
歌
・
光
明
思
念
の
歌
は
も
ち
ろ
ん
、

基
本
的
神
想
観
、
神
を
讃
え
る
神
想
観
、
四
無
量
心

を
行
ず
る
神
想
観
、
如
意
宝
珠
観
な
ど
各
種
神
想
観

の
や
り
方
や
、
浄
心
行
、
祈
り
合
い
の
神
想
観
の
実

修
法
な
ど
が
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

行
な
ど
の
指
導
の
立
場
に
あ
る
地
方
講
師
・
光
明
実

践
委
員
に
と
っ
て
も
、
た
い
へ
ん
に
役
立
つ
充
実
し

た
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

祭
式
・
儀
礼
と
言
え
ば
、
先
月
も
お
伝
え
し
ま
し

た
よ
う
に
、
両
丹
道
場
二
階
大
道
場
の
実
相
額
前
に

は
、
現
在
、
七

し
ち
じ
ゆ
う
の
と
う

重
塔
（
縮
小
模
型
）
と
そ
の
手
前
に

祝日は国旗を
掲揚しましょう。
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◎
〝
自
然
と
共
に
伸
び
る
運
動
〟
の
実
現
の
た
め
、

   〝
神
に
お
い
て
す
べ
て
一
体
〟
の
宗
教
心
を
多
く
の
人
に
広
げ
よ
う
！

◎ 

第
一
線
の
「
誌
友
会
・
母
親
教
室
」
を
活
発
に
開
催
し
て
、
壮
年
層
会

員
の
拡
大 

と
普
及
誌
購
読
者
・
聖
使
命
会
員
拡
大
の
一
年
に
し
よ
う
！

〝
新
し
い
文
明
〟
と
は
何
か
？

（
抜
粋
）

生
長
の
家
総
裁　

谷
口 

雅
宣  

〝
新
し
い
文
明
〟
へ
の
道
は
、
私
た
ち
の
す
ぐ
目
の
前
に
あ
る

の
で
す
。
そ
れ
は
、〝
旧
文
明
〟
の
効
率
化
、
省
力
化
、
自
動

化
の
流
れ
の
中
で
見
過
ご
さ
れ
、
軽
視
さ
れ
、
避さ
け
ら
れ
て

き
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
昔
か
ら
人
類
が
行
っ
て
き
た
活

動
の
中
に
あ
る
。
そ
れ
を
ひ
と
言
で
い
え
ば
、「
自
分
の
肉
体

を
き
ち
ん
と
使
う
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
す
ぐ
に
既き

せ
い
ひ
ん

製
品
を

買
う
の
で
は
な
く
、
自
分
で
工
夫
し
て
作
っ
て
み
る
。「
肉
体

を
使
う
」
こ
と
は
「
頭
を
使
わ
な
い
」
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
肉
体
を
使
え
ば
脳
が
活
性
化
し
、
新
し
い
発
想
が
生
ま

れ
ま
す
。「
面め

ん
ど
う倒
く
さ
い
」
と
思
う
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、

や
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
必
ず
創
造
の
喜
び
が
湧
き
出
て
く

る
で
し
ょ
う
。
神
様
は
、
私
た
ち
が
喜
び
を
得
る
道
具
と
し

て
肉
体
を
与あ

た

え
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
か
ら
、
そ
れ
を
活
用

し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
肉
体
は
使
わ
な
い
と
、
ど
ん
ど
ん

衰
え
て
い
き
ま
す
。
私
た
ち
の
〝
神
の
子
〟
の
本
性
を
表
現

す
る
た
め
に
、
肉
体
に
感
謝
し
、
大
切
に
世
話
し
な
が
ら
フ

ル
に
活
用
す
る
。
そ
れ
は
肉
体
の
欲
望
に
従
う
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
制せ

い
ぎ
よ御
し
つ
つ
、
自
然
と
一
体
で
あ
る
「
神

の
子
の
本
性
」
を
表
現
す
る
の
で
す
。

（『〝
新
し
い
文
明
〟
を
築
こ
う
』
中
巻　

実
践
篇
「
運
動
の
具

体
的
展
開
」
九
十
六
～
九
十
七
頁
）

神・自然・人間は本来一体である
“新しい文明”の基礎づくりを進めよう！

〝
造
化
の
三
神
〟
の
神
霊
符
を
納
め
た
三
社
造
り
の
お

社
が
祭
祀
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
要
点
は
、
実
相
を

仏
教
的
に
表
現
し
た
七
重
塔
と
、
実
相
の
「
ム
ス
ビ
」

の
働
き
を
表
現
し
た
神
道
の
〝
造
化
の
三
神
〟
を
祭

祀
す
る
こ
と
で
生
長
の
家
が
万
教
帰
一
を
説
く
教
え

で
あ
る
こ
と
を
日
本
で
視
覚
的
に
明
示
す
る
と
い
う

こ
と
で
し
た
ね
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
機
関
誌『
生

長
の
家
』
二
〇
二
〇
年
七
月
号
に
、
な
ん
と
両
丹
道

場
の
実
相
額
前
の
写
真
！
と
と
も
に
説
明
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
参
照
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
そ
の
七
重
塔
に

つ
い
て
は
新
刊
書
『〝
新
し
い
文
明
〟
を
築
こ
う
』
上

巻
（
一
六
七
頁
～
）
に
、
そ
し
て
〝
造
化
の
三
神
〟

に
つ
い
て
は
中
巻
（
一
五
八
頁
～
）
に
そ
れ
ぞ
れ
詳

し
く
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
七
重
塔
と
〝
造

化
の
三
神
〟
の
お
社
を
祭
祀
す
る
意
義
を
よ
り
深
く

理
解
す
る
た
め
に
も
、
や
は
り
、
新
刊
書
を
読
ん
で

し
っ
か
り
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

さ
て
、
皆
様
す
で
に
ご
存
じ
の
通
り
、
今
月
一
七

日
～
一
九
日
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
宇
治
別
格
本

山
の
「
宝
蔵
神
社
盂
蘭
盆
供
養
大
祭
」
は
開
催
中
止

と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
本
年
は
、
昨
年
の
大
祭
で

招
霊
祭さ

い
し祀
さ
れ
た
霊
牌
と
一
年
以
上
奉
安
さ
れ
た
霊

牌
は
宇
治
別
格
本
山
の
神
官
に
よ
り
「
浄
火
の
儀
」

で
焼
納
さ
れ
、
ま
た
、
新
し
く
全
国
よ
り
届
け
ら
れ
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合
掌
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

地
方
講
師
・
光
明
実
践
委

員
の
皆
様
に
は
日
夜
、
人
類

光
明
化
運
動
・
国
際
平
和
信

仰
運
動
に
ご
挺
身
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

去
る
六
月
二
十
一
日

（
日
）、
十
四
時
三
十
分
～

十
五
時
十
五
分
、ZO

O
M

使

用
の
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
会
を

開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
参
加
者
は
二
十
二
名
で

し
た
。

感
想
を
伺
う
と
、「
動
画
を
見
て
久
し
ぶ
り
に
伊
藤
夏
樹

教
化
部
長
の
ご
指
導
を
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
講
師
の
皆

様
方
の
お
顔
が
拝
見
で
き
て
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
」
と

の
事
で
し
た
。

研
修
内
容
と
し
て
は
、
機
関
誌
六
月
号 

四
頁
～
十
五
頁

を
重
点
的
に
ご
指
導
頂
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、ZO

O
M

研
修

会
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
に
は
、
伊
藤
教
化
部
長
よ
り
資

料
を
作
成
し
て
頂
き
、
発
送
さ
せ
て
い
た
だ
く
事
と
な
り
ま

し
た
。
到
着
ま
で
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

講
師
の
皆
様
方
に
は
、
ご
理
解
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。　

八
月
度
地
方
講
師
・
光
明
実
践
委
員ZO

O
M

使
用
の
研

修
会
の
ご
案
内

日　

時
：
令
和
二
年
八
月
二
十
二
日
（
土
）
十
時
～
十
時

四
十
五
分

テ
キ
ス
ト
：
会
員
必
携
書
『″
新
し
い
文
明
〟
を
築
こ
う
』
上

巻　

基
礎
編
「
運
動
の
基
礎
」、『
生
長
の
家
』

機
関
誌
当
月
号
、
普
及
誌
三
誌　

№
１
２
６

～
本
当
の
「
大
自
然
」
は
神
の
国
で
あ
り
完
全
円
満
で
あ
る
～

る
霊
牌
に
つ
い
て
は
他
の
月
と
同
様
、
七
月
と
八
月
に
「
霊

牌
合ご

う
し祀
祭
」
を
行
っ
て
す
べ
て
招
霊
し
宝
蔵
神
社
の
霊
殿
に

合
祀
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

皆
様
の
ま
わ
り
に
は
、「
今
年
は
大
祭
が
行
わ
れ
な
い
か
ら
霊

牌
を
届
け
て
も
無
駄
だ
」
と
思
い
込
ん
で
い
る
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
大
祭
と
し
て
は
行
わ

れ
な
く
と
も
、
霊
牌
は
こ
れ
ま
で
通
り
丁て

い
ち
よ
う重
に
す
べ
て
祭
祀

さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
の
方
々
に
は
ご
安
心
い
た
だ
き
、

例
年
と
同
様
に
霊
牌
を
お
届
け
く
だ
さ
る
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
す
す
め
く
だ
さ
い
。

こ
の
宝
蔵
神
社
の
霊
牌
供
養
は
大
切
で
あ
り
、
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
て
し
っ
か
り
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

も
ち
ろ
ん
家
庭
に
お
け
る
毎
日
の
供
養
も
と
て
も
重
要
で
す
。

谷
口
雅
春
先
生
は
『
霊
供
養
入
門
』
の
は
し
が
き
の
中
で
、

ご
先
祖
様
に
真
理
を
供
養
す
る
こ
と
に
つ
い
て
「
悟
り
の
境
涯

に
入
ら
し
め
神じ

ん
つ
う

じ
ざ

い

通
自
在
の
百ひ

や
く
じ
に
よ
い

事
如
意
の
状
態
に
少
し
で
も
多
く

達
す
る
よ
う
に
人
間
の
實
相
の
真
理
を
供
養
し
て
差
し
上
げ
る

の
は
吾
々
子
孫
の
義
務
で
あ
り
役
目
で
あ
る
」
「
〝
人
間

・
神
の

子
〟
の
真
理
を
知
ら
し
め
〝
本
来
神
通
自
在
の
境
〟
に
達
す
る

よ
う
に
導
い
て
差
し
上
げ
る
事
は
、
吾
々
子
孫
が
先
祖
に
尽つ

く

す

最
高
の
孝
養
な
る
布ふ

せ
ぎ

よ
う

施
行
と
云
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
」

と
、
真
理
の
供
養
が
私
た
ち
の
義
務
で
あ
り
最
高
の
布
施
行

で
あ
る
こ
と
を
ご
指
導
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

真
心
込
め
て
毎
日
真
理
の
供
養
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
、
新
刊
書
『〝
新
し
い
文
明
〟
を
築

こ
う
』
中
巻
は
、
こ
の
先
祖
供
養
及
び
霊
魂
祭
祀
の
方
法
に

つ
い
て
も
、
ま
た
わ
か
り
や
す
く
要
項
と
し
て
ま
と
め
ら
れ

て
お
り
、
た
い
へ
ん
参
考
に
な
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
有
意
義

な
先
祖
供
養
の
お
盆
を
迎
え
る
た
め
に
も
、
私
た
ち
は
新
刊

書
を
精
読
致
し
ま
し
ょ
う
。

～ 地 方 講 師 会 だ よ り ～

～
青
年
会
便
り
～

青
年
会
事
務
局
長　

渡
利　

あ
す
か

「
自
然
と
の
大
調
和
を
祈
る
」

七
月
初
旬
、
停
滞
し
た
梅
雨
前
線
の
影
響
で
九
州
を
は
じ

め
と
し
た
日
本
各
地
で
大
雨
に
よ
る
災
害
が
も
た
ら
さ
れ
、

た
く
さ
ん
の
方
が
被
害
に
遭
わ
れ
ま
し
た
。
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

こ
う
し
た
自
然
災
害
が
起
こ
る
た
び
に
、
人
間
の
無
力
さ

を
痛
感
し
、
神
・
自
然
・
人
間
の
大
調
和
の
自
覚
を
ま
す
ま

す
深
め
な
け
れ
ば
と
い
う
思
い
に
駆
ら
れ
ま
す
。

「
自
然
は
人
間
を
支
え
、
人
間
に
表
現
手
段
を
与
え
、
人
間

に
喜
び
を
与
え
て
い
る
。（
中
略
）
両
者
の
あ
い
だ
に
断
絶

は
な
く
、
両
者
の
あ
い
だ
に
争
い
は
な
く
、
両
者
の
あ
い
だ

に
は
区
別
さ
え
も
な
い
の
で
あ
る
。」（『
自
然
と
人
間
の
大

調
和
を
観
ず
る
祈
り
』
よ
り
）

こ
れ
が
自
然
と
人
間
の
本
来
の
姿
で
す
。
神
の
創
り
給

い
し
世
界
で
す
。
そ
の
実
相
を
見
て
、
大
調
和
を
祈
り
、
私

た
ち
が
自
然
と
手
を
取
り
合
っ
て
生
き
る
社
会
を
目
指
し
て

日
々
の
生
活
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　

感
謝
合
掌　
　
　
　
　
　

私
の
エ
コ
生
活  

職
員　

寸
村　

幸
枝

七
月
か
ら
国
は
レ
ジ
袋
を
有
料
化
に
。
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、

レ
ジ
袋
の
製
造
会
社
は
こ
れ
か
ら
は
低
コ
ス
ト
の
環
境
に
良

い
も
の
を
考
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

生
活
の
多
く
の
場
面
で
使
わ
れ
レ
ジ
袋
等
は
、
何
年
経
っ

て
も
分
解
せ
ず
、
環
境
に
と
っ
て
は
大
変
な
負
荷
に
な
り
ま

す
。
そ
こ
で
私
は
買
い
物
す
る
時
、
も
う
習
慣
と
な
っ
て
い

る
こ
と
で
す
が
、
マ
イ
バ
ッ
ク
を
持
参
し
、
一
個
だ
け
購
入

す
る
場
合
は
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

自
宅
ま
た
道
場
で
の
プ
ラ
は
容
器
を
水
洗
い
し
、
分
別
を

し
て
出
し
ま
す
。
ま
た
地
産
地
消
の
食
材
を
選
び
、ノ
ー
ミ
ー

ト
料
理
を
心
が
け
る
一
方
で
、
マ
イ
ボ
ト
ル
は
常
に
手
元
に

キ
ー
プ
、
更
に
職
場
で
習
っ
た
エ
コ
運
転
等
、
自
分
で
無
理

な
く
で
き
る
こ
と
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
体
に
も

環
境
に
も
安
全
な
食
品
で
あ
る
か
を
確
認
し
て
購
入
し
て
い

ま
す
。
ま
だ
ま
だ
出
来
て
な
い
自
分
で
す
が
、
自
然
に
優
し

い
生
活
を
も
っ
と
勉
強
し
て
実
行
し
て
い
き
た
い
で
す
。
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８月度の対策部だより

普及誌購読者拡大

ありがとうございます。只今、新型コロナウイルス感染拡大防止対応のため、各支部でのリアル誌
友会が開催されておりませんが、普及誌を毎月読んで頂いていますでしょうか？
「あ～もったいない」季節や時は次々と変わって行きます。オンライン誌友会やオンライン研修会に

参加出来なくても、普及誌が届いたらその日の内に一度目を通しましょう。№ 124 フォトエッセイか
ら「現象の移り変わりに捉えらずに、常に実相を観じて、実相にある十全の幸福に感謝すべきである」
と記載されています。普及誌をどんな時にも手放さないでください。文字が読みにくくても、多用で
読む時間が無くても、いつもあなたの側に置いてください。
聖使命会員拡大

これまでに経験したことのない数ヶ月に及ぶ自粛生活が続いています。誌友会、母親教室でお会い
することも出来ず色々な行事が中止となっています。そんな困難な時でさえ、毎月毎月聖使命会費を
納めてくださる聖使命菩薩様ありがとうございます。先日、誌友さん宅へ会費をお預かりに行きまし
たら、「誌友会がなくて寂しいけど、あなたの人柄に惹かれて納めさせてもらってるんやで」とか、「こ
の献資のおかげで、家族皆機嫌よう暮らさせてもらってるんやで」と、嬉しい言葉を頂きました。会
費の事が言い出しにくかったのですが勇気百倍となり、聖使命会費を納めて頂く事が出来ました。“ 急
設スタジオ ” から総裁先生ご夫妻のお話を拝聴しながら、私達の運動を支えてくださっている尊い聖
使命会費の意義をお伝えし、明るく楽しく喜び一杯運動して行きましょう‼
支部・誌友会・会員

ありがとうございます。引き続きコロナ感染拡大防止対策にご協力くださいます様、宜しくお願い
致します。パソコンやスマホを利用して頂いてますでしょうか？久しくお顔を見ない会員様のお顔が
見られていいですよ。これからは暑くなります。熱中症対策もお忘れなくお過ごしください。
〈うちんとこの誌友会〉
ありがとうございます。沖田支部は、後期高齢者６名、高齢者 1 名です。皆さん、大ベテランの大

変熱心な誌友さんで、経験豊かな方ばかりです。何より心強いのは藤本照子講師が居てくださる事です。
誌友会では、時々講師そっちのけでトークが盛り上がり、脱線することもしばしばです。皆、自称 20
歳ですが、若い人の入会を ･････ と思いつつ課題を抱えています。早く従来の誌友会が開催されます
様にと願っています。

〈藤井はつ子様投稿〉
4 年前主人が亡くなってからは、畑も縮小し一人で気楽に過ごしています。この何ヶ月間、テレビ、

新聞を見るとコロナ、コロナ。友達と会う機会も少なくなり、思い付いたのが「断捨離」です。年齢
的にも考えなければと思い、これ迄に頂いた生長の家関係のものが一杯たまっています。思い切って
整理しようと決めました。とは言っても、1 枚 1 枚読んでいると中々捨てきれず、又、元の所に。でも、
大分心も整理が出来ました。その内でも、「糸でんわ」は私にとって宝物で、どなたのを読ませて貰っ
ても色々と歴史があり大変勉強になります。私は、金子みすずさんの詩に感動し、数年前、私も気の
向くままに書いてみました。当時の事を振り返り乍ら目を通しています。

・淋しさと、気楽が同居、する一人　　　　　・コロナさん、もうそろそろと、お引き取り
・「ありがとう」今日は何回言ったかな？　　・練成会、雰囲気好きで、足向かう
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17

月

西
村
・
藤
原
美

18

火
住
吉
神
社
月
次
祭
（
10
時
）
五
者
と
職
員
の

み
に
よ
る
開
催
【
オ
ン
ラ
イ
ン
】

大
西
・
河
田

19

水

河
合
・
船
木

20

木
〔
道
場
休
館
日
〕

休
み

21

金
五
者
会
議
（
10
時
）

教
化
部
長

22

土
普
及
誌
仕
分
け
日

（
講
）
地
方
講
師
・
光
実
一
日
研
修
会
及
び
同

役
員
会
・【
オ
ン
ラ
イ
ン
】（
10
時
）

近
藤
・
藤
原

23

日
（
相
）
正
副
・
地
区
連
会
長
会
議
【
オ
ン
ラ
イ

ン
】 （
10
時
）

富
永

24

月

西
村
・
藤
原
美

25

火

大
西
・
河
田

26

水
（
白
）
正
副
会
長
会
議
（
10
時
）

河
合
・
船
木

27

木
〔
道
場
休
館
日
〕

休
み

28

金
（
白
）総
連
会
長
・
対
策
部
長
担
当
会
議（
10
時
）

教
化
部
長

29

土

近
藤
・
藤
原

30

日

富
永

31

月

西
村
・
藤
原
美

日

曜
本
部
・
教
化
部
行
事

教
化
部
長

早
朝
行
事
担
当

１

土
聖
使
命
感
謝
奉
納
祭 

近
藤
・
藤
原

２

日 

富
永

３

月

西
村
・
藤
原
美

４

火
霊
牌
奉
送
祭
（
10
時
）
神
官
・
職
員
の
み
に

よ
る
開
催
【
オ
ン
ラ
イ
ン
】

大
西
・
河
田

５

水
（
教
区
）
夏
の
大
掃
除
（
10
時
）

河
合
・
船
木

６

木
〔
道
場
休
館
日
〕

休
み

７

金

教
化
部
長

８

土

近
藤
・
藤
原

９

日

富
永

10

月　
　
〔
道
場
休
館
日
〕
山
の
日

休
み

11

火

大
西
・
河
田

12

水

河
合
・
船
木

13

木
〔
道
場
休
館
日
〕

休
み

14

金
〔
道
場
休
館
日
〕

休
み

15

土
〔
道
場
休
館
日
〕

休
み

16

日

富
永

☆ 

五
者
会
議
及
び
各
組
織
の
会
議

・
研
修
会
は
オ
ン
ラ
イ
ン
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

ま
た
、
先
祖
供
養
祭
、
住
吉
神
社
月
次
祭
は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
会
員
へ
ラ
イ
ブ
動
画
を

配
信
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

令 和 ２ 年 ８ 月 度 行 事 予 定

☆献納ありがとうございます
・杉本　達男　　　　　10,000 円
・岡山　由紀　　　　　50,000 円
☆生物多様性保全募金ありがとうございます　　
　　　　　　   　　　　  1,630 円
☆お賽銭ありがとうございます
　　　　　　       　　     25,544 円
☆住吉神社大祭玉串料
　　　　　　　　　　   13,000 円

新型コロナウイルス感染拡大防止の対応について
　全国で緊急事態宣言が解除されましたが、感染者が後を絶
たず、第二波感染の懸念がされる等、今後の見通しがつかない
ため、道場ではこれまで通り、感染予防対策を維持いたしてお
ります。ご不便をおかけいたしますが、ご理解とご協力の程お
願い申し上げます。


